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＜活動内容＞
 活動場所　千葉県立市川大野特別支援学校
 実施日程　令和５年４月１７日～

 実施した生産活動・施設外就労の概要　昼食時、学校
内でのお弁当販売
利用者数　常時１～２名

    ＜活動の様子＞
   活動の様子の写真

＜目的＞
地域連携活動のねらい:障がい児が通う学校で販売すること
により事業所の存在を周知する。
地域にとってのメリット:学校部外者でも買うことができ
る。
対象者にとってのメリット:父兄さんの家事の軽減や栄養管
理を補助できる。
＜成果＞
実施した結果:販売回数を重ねるごとに販売数がふえ
た。増えた。
得られた成果:販売会を通じて地域の方たちがお店に
来店する機会が増えた。
課題点:今後はメニュー数を増やす。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 ふろーむひあ・ボンド

住　所 千葉県市川市南大野3-23-4

1212701690

山口　則彦

令和５年度/2023年度電話番号 047-711-9627

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 千葉県立市川大野特別支援学校 担当者名 池澤

販売を開始した事により就労継続支援A型事業所の活動状況が分かり生徒の実習する機会が増えた。
また、学校の卒業生が実際にスタッフとして販売している事を知り、事業所への利用に繋がった。

関係者や一般の方々へお店の周知が出来た事に行事や研修での注文をお願いできた。

様式１


